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菊池市隈府での振武特攻隊の写真について 20220101版

くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 髙谷和生

１ 写真所有者、撮影に至る状況等
（１）写真所有者
□所有者は、丸山順子さん（旧姓は松本さん・８７歳）熊本市北区..
敗戦時で丸山さんは碩台国民学校４年生、実家は藤崎宮近くの小児科院。ご主人
は、陸軍軍医学校卒業後に、若くして軍医を勤めていた。

□この証言内容は、熊日新聞平成元年８月連載「セピア色の夏 碩台国民学校生の
戦後」に、８月２３日「白いハンカチ」として、紹介されている。

（２）写真撮影に至る状況
□６歳の時より日本舞踊を、菊池郡菊陽町の鈴木筆子さん（写真１では甲冑武者姿
の中央。右隣は娘さん、左側は弟子）に学び、父親友人（外科医）の和田さんと
娘さん・和田素子（現姓志垣さん）と数回、菊地神社に拝殿した後に、隈府市内
の特攻隊宿舎に「踊りの慰問」に出かけた。

□写真１はその慰問時のもので、写真２は菊池神社拝殿前のものである。
□慰問先での写真１では、三人の子供中央が当事者の丸山さん、右側が友人の和田
さんである。また、菊地神社社殿前の写真２では、最上段の子供列の右から３番
目が丸山さんである。

□数回行った慰問では、踊りや歌・詩吟で南朝方の菊池氏を顕彰する創作舞踊「菊
地尽忠記」「尽忠 菊地一族」等が定番で、自分たちは子供踊りを行った。

□慰問後、出撃日には部隊全機が、藤崎宮近くの自宅上を数回旋回して、銀翼を輝
かせて南に向かった。丸山さんは白いハンカチを振って両親と一緒に見送った。

（３）写真の戦後
□短冊を手に持った２枚の写真は、
慰問時にお礼としてもらった「６
枚の短冊」を、５０歳後半頃に
写したものである。
□慰問時に、６枚まとめて持参さ
れ、他の方々ももらわれたので
はないか。
□その後、短冊は供養のためお寺
で護摩に伏した。

□短冊文面は「純情 岡村中尉」「来
る年も来る年も 咲きて匂えよ
桜花 われ亡きあとも大和島根
に」「必沈〇〇」などである。

２ 撮影された振武隊の特定
（１）振武隊の特定
□写真１では、写真中央部踊り師
範の３名から右側の振武隊員９
人、民間人２日（丸山さん・和
田さんの父親）、和田さんの右
側グループと丸山さんと少女２
名と振武隊員１１名、民間人１
名の写真位置である。

□振武隊の編成標準は１２名であ
ることから、２個部隊の集合と
想定した。さらに短冊記銘の「岡
村中尉」から、該当者は「第７
６振武隊長の岡村博二中尉」を
特定し、出撃記録日が重なる第
７７振武隊との合同部隊である
と判断した。

写真３・４ 丸山さんと慰問時にもらった短冊 平成元年頃に撮影

写真５ 加古川飛行場での第７６振武隊。４月１
８日以降の撮影。ここでの隊員は１１名
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□写真１の右側部が「第７６振武隊員」で、中央部で和田さんを抱きかかえている
のが、岡村隊長である。

□また、写真左側が「第７７振武隊員」であるが、詳細は別途報告する。

（２）部隊員、特攻攻撃
□第７６振武隊は、昭和２０年４
月、第五十一教育飛行師団を持
って編成された。第六航空軍付
（九州）で、部隊長は岡村博二
（おかむらはくじ）中尉である。
□写真５で、前列左より山口慶喜
伍長、境忠軍曹、岡村中尉、木
村廣秋少尉、垣尾幸男伍長。
後列左より小島英雄伍長、中川
芳穂伍長、鈴木啓之伍長、長谷
川武弘伍長、久富基作少尉、戸
沢政雄軍曹。後方は同部隊装備
九七式戦闘機で、尾翼に数字の
「７と６を組み合わせたデザイ
ン」の白い部隊マークが描かれ
ている。

□４月１８日に本田保伍長は事故
により殉職。その後、木村少尉、
垣尾伍長は原隊に復帰する。

□よって菊池での写真撮影時は、部隊員は９名となる。
□第五次航空総攻撃が行われた４月２８日、第７６新部隊は岡村中尉以下、境軍曹。
長谷川伍長、山口伍長、中川伍長、鈴木伍長の６名が、１６時５０分に知覧飛行
場発進し、嘉手納湾の敵艦船に向け特攻攻撃を行った。

□続く５月１１日の第七次航空総攻撃では、久富少尉、戸沢軍曹、小浜伍長の３機
が加わり、１６時４１分に知覧飛行場を発進、嘉手納沖の米艦に突入した。

３ まとめ
□写真１の撮影は、証言等から隈府市内の地元豪志宅か旅館、菊池神社等と想定で
きるが、まだ特定には至っていない。撮影日は木村少尉・柿尾伍長が原隊復帰し
た以降で、知覧基地出撃前夜までの期間、４月１８日～２７日までとなり、部隊
移動の日数を勘案すると、４月２５日前後の撮影と想定する。

□特攻隊の中継基地として利用された陸軍菊地飛行場では、部隊名が確認された「初
めての特攻振武隊写真」となる。

□なお、知覧飛行場があった南九州市知覧町では、フィルドミュージアム整備の一
環として、整備のための発掘調査が行われた「はと地区の無蓋掩体壕」に、本第
７６振武隊機のカラーリングを施した「九七式戦闘機（ＦＲＰ製原寸大）」が屋
外展示されている。

写真７ 知覧飛行場の掩体壕屋外施設での第７６振武隊展示機
写真８ 部隊カラーリング 本機は隊長の岡村中尉搭乗機

写真６ 知覧飛行場三角兵舎内での出撃前夜の第
７６振武隊 ４月２７日の撮影 『特別攻撃隊
の記録 陸軍編』光人社より
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写真３ 鏡ケ池から採集された機銃弾薬莢 右から薬莢①・②

写真１ 隈府の慰問先での丸山さん方慰問団と第７６・７７振武隊員

写真２ 菊地神社拝殿前での慰問団と神社関係者との集合
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資料 岡村博二中尉軍歴 等 知覧特攻平和会館提供
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